
主催：北海道、一般財団法人 北海道建設技術センター　　後援：室蘭市、苫小牧市、登別市、伊達市、胆振町村会、室蘭工業大学

平成30年10月30日（火）
17：00～20：10〔開場16：30～〕

室蘭市市民会館
室蘭市輪西町2丁目5番地1号

　甚大な津波被害をもたらした東日本大震災から 7 年が経過しました。
その記憶もさめやらぬ中、今年 6 月には大阪府北部で大規模な地震が発
生し、その後、西日本を中心に全国的に広い範囲で「平成 30 年 7 月豪雨」
により甚大な被害が発生しました。
　北海道においても雨竜川、石狩川、留萌川などが氾濫して、大きな被
害をもたらし、改めて自然災害の恐ろしさを強く感じさせられました。
　災害はいつ、どのような形で起こるのか事前に把握することは困難で
す。被害を少なくするためには、日頃から防災や減災の対策を講じてお
くことが必要です。
　この講演会は 11 月 5 日の「津波防災の日」にあわせ、津波災害に強
い地域づくりや、住民と行政の役割、連携（自助、共助、公助）などに
ついて 3 名の講師からお話しいただきます。
　また、今年は北海道命名 150 年の節目の年であり、防災・減災に対
する意識を継承するため、次の 50 年を担う高校・専門学校・大学の学
生さんなど若い世代を対象とした内容の講演を予定しておりますので、
防災関係者はもとより、数多くの皆様のご参加をお待ちしております。

入場無料
定員400名
どなたでも参加できます
事前申し込みが必要です
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・JR輪西駅から徒歩10分
・JR輪西駅からタクシーで約3分
・JR東室蘭駅からタクシーで約10分
・道南バス停留所「新日鐵住金正門前」
　から徒歩5分

プログラム

17：00 開会

 主催者あいさつ　北海道建設部長　岡田恭一

17：10 講演 1「胆振地方の地震と津波～想定に研究はどう生かされるか」高橋浩晃 氏

18：10 講演 2「防災・減災を目指したまちづくり」有村幹治 氏

19：10 講演 3「北海道の災害文化」定池祐季 氏

 閉会あいさつ　一般財団法人　北海道建設技術センター

 理事長　名取哲哉

20：10 閉会

北海道南西沖地震慰霊碑
「時空翔」 人工地盤（奥尻町青苗地区）青苗小学校の避難訓練

避難路の表示看板
（奥尻町松江地区）

DMAT訓練　写真提供：室蘭市

上記の写真 4 点は東北大学助教　定池　祐季 氏が撮影



一般財団法人 北海道建設技術センター　総務部契約研修課
津波防災地域づくり講演会事務局担当
TEL：011-711-2300　　E-mail：info@hoctec.or.jp

●申込方法についての
　お問い合わせ

北海道建設部 建設政策局 維持管理防災課 施設防災グループ
TEL：011-231-4111（内線 29-763）、
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/sbs/index.htm
E-mail：kensetsu.kenbou＠pref.hokkaido.lg.jp

●講演会についての
　お問い合わせ

記入欄（防災や減災について、お持ちのお考えなどをご自由にお書きください。）

当日の参加申し込みも承りますが、会場整理の都合上なるべく事前申し込みをお願いいたします。
インターネット、FAX または電話にて 10 月 19 日（金）17 時までにお申し込みください。
なお、定員に達した場合は締め切りますのでご了承ください。

◉インターネットにてお申し込みの場合
 一般財団法人北海道建設技術センターホームページの新着情報より「津波防災地域づくり講演会 in 室蘭」の
 ページからお申し込みください。（URL：https://www.hoctec.info）

◉FAX にてお申し込みの場合
 下記にご記入の上、FAX 011-711-2630（北海道建設技術センター）までお申し込みください。

◉電話にてお申し込みの場合
 TEL 011-711-2300（北海道建設技術センター）までお申し込みください。

※参加申込書に記載された個人情報は、受付整理や当講演会に関する諸連絡のみに利用し、それ以外の目的には使用しません。

参
加
申
込
書

お 名 前
ふ　り　が　な

お住まい（市町村名） ご 職 業 会社名等 電話番号

講師プロフィール

申し込み方法

高 橋 　 浩 晃  氏
（たかはし　ひろあき）

北海道大学大学院
理学研究院附属
地震火山研究観測センター
教授・センター長

地震や火山噴火の発生メカニズム解明と予測
研究が専門。
北海道防災会議地震専門委員として津波浸水
予測図の策定や内陸地震の想定を行う。ロシ
アとの国際共同研究や北方四島での防災協力
プログラム、道内の地熱資源に関する研究も
実施。政府地震調査研究推進本部調査観測計
画部会、国土交通省国土地理院地震予知連絡
会、アトサヌプリ火山防災協議会などの委員
のほか、講演会など通じた地域防災活動にも
取り組んでいる。

定 池 　 祐 季  氏
（さだいけ　ゆき）

東北大学災害科学
国際研究所
助教

北海道大学大学院文学研究科博士後期課程修
了。博士（文学）。
北海道南西沖地震を奥尻島で経験し、災害研究
を志す。専門は災害社会学、地域社会学、防災
教育。人と防災未来センター研究員、北海道大
学助教、東京大学特任助教を経て現職。北海道
開発局石狩川流域委員会委員、国土交通省水防
活動活性化調査会委員など。災害復興と地域防
災、防災教育や災害支援に関わる研究と実践を
行い、道内外の被災地・未災地、被災者・未災者
間の交流にも取り組んでいる。

有 村 　 幹 治  氏
（ありむら　みきはる）

室蘭工業大学大学院
工学研究科
准教授

平成15年日本学術振興会特別研究員等を経て
平成22年室蘭工業大学大学院工学研究科助教、
平成24年リヨン第二大学交通経済研究所客員
研究員、北海道防災会議地震火山対策部会地震
専門委員会地震防災対策における減災目標策定
に関するワーキンググループ委員。専門は地域
計画、都市計画、交通計画。
強靭な都市や地域づくりへの貢献を目的に、意
思決定支援に関する各種数理計画手法やモデル
開発、政策・施策の立案、地域・都市の再生デザ
インに関する研究に取り組んでいる。


